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 劣化予防措置については、まず油彩画技法材料の観点から劣化予防措置を概観し、髙島野十郎の措置
を実作品の調査によって比較検討している。その結果、髙島独自の措置を見出している。一つに、画布
裏面に油絵具を塗布した処置、二つに、油絵具を塗布した画布の二重張り、三つに、裏面にあてた保護
のボール紙等である。 
 ５章では、調査結果を踏まえて、絵具を塗布したサンプル試料を作成し、湿熱劣化試験、太陽光への
暴露試験、床下への放置試験、火炎を当てる試験によって髙島作品の耐久性を実証的に証明している。 
 模写においては、「壺とりんご」｢小さき停車場｣｢雪の山辺｣の３作品を行っている。これらはいずれも
自然科学的手法を用いて詳細に調査分析され、その結果にもとづいた模写である。全図は｢小さき停車場｣
１点、他の２点は部分模写である。所蔵者の好意によって３作品を借り受け、実作品を横に置いての作
業であった。審査では、実作品を熟覧しながら描かれた模写作品に対して、現物が持っている色調や、
絵具の付き具合、画肌の風合いまでも再現されていると高い評価であった。 
 惜しまれた点として、部分模写ではなく、３点とも全図模写であったならば、さらに実証性の高い結
果が得られたと考える。 
 以上の内容は、いずれも博士（文化財）の学位授与に十分な水準にあると判断できる。 
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